
  
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

   現時点では第２四半期末および期末配当予想額は未定であります。  

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  99,829  37.3  5,618  －  5,328  －  4,024  －

22年３月期第１四半期  72,695  △41.5  △778  －  △455  －  △367  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  48  39  －  －

22年３月期第１四半期  △4  49  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  313,768  142,065  45.1  1,700  47

22年３月期  330,040  150,789  45.5  1,805  06

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 141,413百万円 22年３月期 150,111百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 -        5 00 -      15 00  20  00

23年３月期 -      

23年３月期（予想） -      -      -      -      

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  182,000  14.2  9,500  248.4  9,000  218.7  5,900  －  70  95

通期  370,000  5.4  20,000  36.5  19,000  21.2  12,400  78.6  149  11



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算 

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．業績の予想は、発表日現在入手可能な情報、仮定並びに判断に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の経

営環境の変化などにより予想数値と異なる可能性があります。 

２．中間配当及び期末配当につきましては、今後の状況を見極め実施の可否及び配当金額を改めて公表させて頂きます。

   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 83,161,700株 22年３月期 83,161,700株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 296株 22年３月期 296株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 83,161,404株 22年３月期１Ｑ 81,928,219株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期の世界経済は、ギリシャの財政問題に端を発した欧州金融市場の緊張や景気減速懸念の台頭があった

ものの、日米欧などの先進諸国で各国政府による経済対策などもあり、緩慢ながらも景気回復基調を維持してきまし

た。一方、中国、インドを中心とした新興諸国の経済は先行きに慎重な見方はあるものの、依然として高い成長率を

維持し続けました。 

このような景気状況下、世界の自動車販売を見ると、米州で力強さには欠けるものの、昨年の最悪期を脱し、回復

基調を継続している他、日本でも補助金制度を背景として好調な販売を維持しています。一方、欧州では補助金制度

打ち切りの反動もあり前年同期実績を下回る結果となりました。また、アジアではインド、中国で販売の伸び率に若

干の鈍化傾向が見られますが、総じて力強い販売となりました。 

上記のような事業環境の下、当企業グループも世界各地域で好調な売上を計上することができました。当第１四半

期の業績は、売上高998億29百万円（前年同期比37.3％増）、営業利益56億18百万円（前年同期は７億78百万円の営

業損失），経常利益53億28百万円（前年同期は４億55百万円の経常損失），四半期純利益40億24百万円（前年同期は

３億67百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメント別業績は、以下のとおりであります。 

① 日本 

 日本におきましては、前四半期から継続している好調な自動車販売による増収とコスト削減効果が継続したこと

から、売上高は286億60百万円と、前年同期比35.1％の増収、また営業利益は27億66百万円と前年同期比23億72百

万円の増益となりました。 

② 米州 

 米州におきましては、昨年のリーマンショック後の景気後退局面から一転して、景気の回復基調が継続し、自動

車販売も大幅に増加したことから、売上高は427億15百万円と前年同期比48.1%の増収となりました。また営業利益

は売上増に伴う増益がありましたが、品質問題に対するコスト発生もあり、黒字転換とはならず1億95百万円の赤

字（前年同期は25億74百万円の赤字）となりました。 

③ 欧州 

 欧州におきましては、市場全体は下落傾向となりましたが、ユーロ安による輸出の増加に支えられ、当社の売上

高は269億71百万円と前年同期比26.5%の増収となりました。また、営業利益も増収効果により５億87百万円の利益

を計上しました（前年同期は３億37百万円の赤字）。 

④ アジア 

 アジアにおきましては、安定的な成長が継続し、当社の売上高も193億13百万円と、前年同期比24.1%の増収とな

りました。また、同地域においては引き続きコスト低減に努めたことから、営業利益も25億37百万円と前年同期比

49.8%の増収を達成しました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、3,137億68百万円と、前期末に比して162億72百万円の減少となりまし

た。これは手元流動性を引き続き確保し、また売上債権、在庫水準も一定水準で推移したものの、ユーロ安等によ

り外貨建て資産換算額が減少したためであります。 

 負債につきましては、同期間末で1,717億2百万円と、前期末に比して75億48百万円の減少となりました。堅調な

事業活動を反映し、仕入債務等は一定水準で推移しましたが、資産と同様に、ユーロ安による換算の影響が主因と

となりました。 

 純資産につきましては、40億24百万円の四半期純利益を計上したものの、ユーロ安による為替換算調整勘定の減

少、また有価証券時価下落による含み益の減少等により、全体として前期比で87億24百万円の減少の1,420億65百

万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、自動車メーカー各社の夏季休暇による減産があるものの、期

首計画を上回る増産が予定されていますが、一方では為替レートが期首に比して円高に推移していること、また原

材料費の値上げに拠る原価増が見込まれるなど減収減益要因もあることから、期首計画を据え置くこととしまし

た。 

  なお、通期の業績予想に関しましても、上記理由に加え第３四半期以降の事業環境が未だ不透明であることよ

り、変更は行いません。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ① 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期

間按分する方法により算定しております。 

 ② 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、かつ一時差異の発生状況に著

しい変化がないと認められる場合に、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利

用する方法を適用しております。 

 ③ 税金費用については、当第1四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用して

おります。 

 これによる営業利益、経常利益に与える影響はなく、税金等調整前四半期純利益は75百万円減少しております。

  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 81,234 84,690

受取手形及び売掛金 58,762 63,302

有価証券 17,700 16,000

たな卸資産 ※1  39,794 ※1  41,727

その他 19,383 18,468

貸倒引当金 △604 △726

流動資産合計 216,270 223,462

固定資産   

有形固定資産 ※2  70,491 ※2  76,946

無形固定資産 ※3  3,354 ※3  3,645

投資その他の資産 ※4  23,652 ※4  25,985

固定資産合計 97,497 106,577

資産合計 313,768 330,040

負債の部   

流動負債   

買掛金 22,783 25,822

短期借入金 8,101 8,324

コマーシャル・ペーパー 4,000 3,000

1年内返済予定の長期借入金 16,979 16,368

未払法人税等 3,958 4,701

製品保証引当金 20,562 18,457

その他 27,382 28,199

流動負債合計 103,767 104,874

固定負債   

長期借入金 49,465 54,000

退職給付引当金 7,352 8,089

役員退職慰労引当金 1,831 1,905

その他 9,286 10,380

固定負債合計 67,935 74,375

負債合計 171,702 179,250
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 41,862 41,862

資本剰余金 42,328 42,328

利益剰余金 90,734 87,921

自己株式 △0 △0

株主資本合計 174,924 172,110

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,306 4,638

繰延ヘッジ損益 62 △36

為替換算調整勘定 △36,880 △26,601

評価・換算差額等合計 △33,510 △21,999

少数株主持分 651 677

純資産合計 142,065 150,789

負債純資産合計 313,768 330,040
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 72,695 99,829

売上原価 62,525 82,609

売上総利益 10,170 17,219

販売費及び一般管理費 ※1  10,949 ※1  11,601

営業利益又は営業損失（△） △778 5,618

営業外収益   

受取利息 147 166

受取配当金 42 49

為替差益 511 －

その他 230 245

営業外収益合計 932 460

営業外費用   

支払利息 424 296

為替差損 － 255

その他 185 198

営業外費用合計 609 750

経常利益又は経常損失（△） △455 5,328

特別利益   

固定資産売却益 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失   

固定資産除却損 23 －

事業再編損 ※2  239 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 75

その他 ※3  243 －

特別損失合計 506 75

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△958 5,253

法人税等 △620 1,210

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,042

少数株主利益 29 18

四半期純利益又は四半期純損失（△） △367 4,024
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△958 5,253

減価償却費 4,525 3,755

固定資産除売却損益（△は益） 19 3

受取利息及び受取配当金 △189 △215

支払利息 424 296

売上債権の増減額（△は増加） △4,106 476

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,162 △740

仕入債務の増減額（△は減少） 2,227 △1,068

その他の流動資産の増減額（△は増加） △881 △587

その他の流動負債の増減額（△は減少） 676 △173

その他の固定負債の増減額（△は減少） 94 △251

その他 1,750 4,491

小計 4,744 11,241

利息及び配当金の受取額 189 215

利息の支払額 △255 △205

法人税等の支払額 △213 △3,481

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,465 7,769

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,388 △2,502

有形固定資産の売却による収入 141 49

無形固定資産の取得による支出 △39 △55

その他 △790 704

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,077 △1,803

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △15,106 －

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △2,000 1,000

長期借入れによる収入 15,687 －

長期借入金の返済による支出 △1,724 △2,382

配当金の支払額 △409 △1,247

その他 △10 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,562 △2,630

現金及び現金同等物に係る換算差額 245 △4,287

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,929 △951

現金及び現金同等物の期首残高 98,348 98,210

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  96,418 ※  97,259
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 該当事項はありません。  

  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的隣接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、イギリス、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、中国、韓国、インド  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は全
社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  13,819 26,361  20,701 11,813  72,695  －  72,695

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 7,384  2,469  613 3,739  14,207 (14,207)  －

  計  21,204  28,831  21,315 15,552  86,903  (14,207)  72,695

 
営業利益 

又は営業損失（△） 
 394  △2,574  △337 1,693  △824  46  △778

  

  米州 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  26,465  20,272  12,136  58,874

Ⅱ 連結売上高（百万円） -  -  -   72,695

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
36.4 27.9 16.7 81.0 
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当企業グループは、グローバルに自動車安全部品の生産・販売を行っており、日本、米州、欧州、およびアジアと

いう4地域を経営管理の単位としております。 

 各地域は独立した経営単位として、各々が包括的な戦略立案をし、事業活動を展開しております。したがって、当

企業グループは、生産・販売体制を基盤とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「米州」、 

「欧州」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。 

 また、各報告セグメントでは、シートベルト及びエアバッグを主力に、ステアリング・ホイール、トリム、チャイ

ルドシート等、自動車安全にかかる部品を幅広くあつかっております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

(注)１．セグメント利益(営業利益)の調整額△76百万円には、セグメント間取引消去△58百万円、およびのれん償却

△18百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

３．各報告セグメントに属する主な国は、下記のとおりであります。 

 米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

 欧州・・・ドイツ、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

 アジア・・・中国、フィリピン、タイ、韓国、インド  

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円）

調整額 
（百万円） 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 
（注）２  

売上高             

(1）外部顧客への売上高  19,783 39,236  25,762 15,046  99,829  －  99,829

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 8,876  3,478  1,208 4,267  17,830 (17,830)  －

  計  28,660  42,715  26,971 19,313  117,659  (17,830)  99,829

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
 2,766  △195  587 2,537  5,695  △76  5,618

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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